






you don’t have to worry about the man




























のひとつである Everybody Wants Some: The Van Halen Saga を執筆したイアン・クライストは、地
質年代や石器時代になぞらえてロス時代（The Rothozoic Era）、サミー時代（The Hagarlithic Era）、
シェローン時代（The Cheronean Era）という呼び方をしている。




　サミー・ヘイガー在籍期最後のスタジオ・アルバムとなった Balance が 1995 年にリリースさ
れ、同年には映画『ツイスター』のサウンドトラック音源が発表となるが、ヘイガーは脱退。続く








　シェローンを迎えた 1998 年のアルバム Van Halen III（それまでにバンドが発表したなかで、唯
一プラチナ・レコードを獲得しなかった）をあいだに挟んで、最後のスタジオ録音となるアルバム
A Different Kind of Truth は 2012 年、初代ヴォーカリストであるデイヴィッド・リー・ロスととも
に制作された。後述するように 2004 年、サミー・ヘイガー復帰と同時に発表されたベスト・アル
バム The Best of Both Worlds があることを考慮しても、14 年という歳月が大きな空白であったこと
は間違いない。その停滞をもたらしたものは何であったのか。
ザ・ベスト・オブ・ボス・ワールズ







と比べられるのが怖いからなんだ。ワーナーは 1 枚がロス時代、もう 1 枚がサミー時代という
2 枚組か、両方を 1 枚に収めたアルバムを出したがっていた。サミーは『グレイテスト・ヒッ






表 1　The Best of Volume I 収録曲
曲順 タイトル 発表年 ヴォーカル 曲順 タイトル 発表年 ヴォーカル
1 Eruption 1978 （なし） 10 Why Can’t This Be Love 1986 ヘイガー
2 Ain’t Talkin’ ‘Bout Love 1978 ロス 11 Dreams 1986 ヘイガー
3 Runnin’ With The Devil 1978 ロス 12 When It’s Love 1988 ヘイガー
4 Dance The Night Away 1979 ロス 13 Poundcake 1991 ヘイガー
5 And The Cradle Will Rock... 1980 ロス 14 Right Now 1991 ヘイガー
6 Unchained 1981 ロス 15 Can’t Stop Lovin’ You 1995 ヘイガー
7 Jump 1984 ロス 16 Humans Being 1996 ヘイガー
8 Panama 1984 ロス 17 Can’t Get This Stuff No More 1996 ロス
9 Hot For Teacher 1984 ロス 18 Me Wise Magic 1996 ロス
　たしかに、ヘイガーはロス時代の作品を、それがバンドの代表曲であっても歌うことを望まな
かった。自分は〔ロスを擁した時期のヴァン・ヘイレンの〕カバー・バンドに参加したのではな
い、ということは 1986 年に 5150 でバンドに参加して以降サミーが一貫して主張してきたところ




















　The Best of Both Worlds の曲順はロスとヘイガーそれぞれの時代の作品を、時間軸を跨いで交互
に織り交ぜたものとなっている（2 枚目のディスク終盤ではその秩序は乱れている。また、シェ







The collection made it pretty clear which world the band thought was best –besides beginning with 
three new Hagar songs, the double-disk set ended with three live Hagar versions of “Jump,” Panama,” 










表 2　The Best of Both Worlds （2 枚組）収録曲
曲順 タイトル 発表年 ヴォーカル 曲順 タイトル 発表年 ヴォーカル
1-1 Eruption 1978 （なし） 2-1 Panama 1984 ロス
1-2 It’s About Time 2004 ヘイガー 2-2 Best Of Both Worlds 1991 ヘイガー
1-3 Up For Breakfast 2004 ヘイガー 2-3 Jamie’s Cryin’ 1978 ロス
1-4 Learning To See 2004 ヘイガー 2-4 Runaround 1991 ヘイガー
1-5 Ain’t Talkin’ ‘Bout Love 1978 ロス 2-5 I’ll Wait 1984 ロス
1-6 Finish What Ya Started 1988 ヘイガー 2-6 Why Can’t This Be Love 1986 ヘイガー
1-7 You Really Got Me 1978 ロス 2-7 Runnin’ With The Devil 1978 ロス
1-8 Dreams 1986 ヘイガー 2-8 When It’s Love 1988 ヘイガー
1-9 Hot For Teacher 1984 ロス 2-9 Dancing In The Street 1982 ロス
1-10 Poundcake 1991 ヘイガー 2-10 Not Enough 1995 ヘイガー
1-11 And The Cradle Will Rock... 1980 ロス 2-11 Feels So Good 1988 ヘイガー
1-12 Black And Blue 1988 ヘイガー 2-12 Right Now 1991 ヘイガー
1-13 Jump 1984 ロス 2-13 Everybody Wants Some!! 1980 ロス
1-14 Top Of The World 1991 ヘイガー 2-14 Dance The Night Away 1979 ロス
1-15 (Oh) Pretty Woman 1982 ロス 2-15 Ain’t Talkin’ ‘Bout Love (Live) 2004 ヘイガー
1-16 Love Walks In 1986 ヘイガー 2-16 Panama (Live) 2004 ヘイガー
1-17 Beautiful Girls 1979 ロス 2-17 Jump (Live) 2004 ヘイガー
1-18 Can’t Stop Lovin’ You 1995 ヘイガー 　
1-19 Unchained 1981 ロス
バランスの崩壊







が、この奇妙なタイトルがロスの 1986 年のソロ・アルバム Eat ‘em and Smile への当てこすりであ







　ソロ・アーティストとしてのロスよりもおおきな成功を収めながら、1991 年発表の For 




　Balance には 12 曲が収録されているが、“Strung Out”、“Doin’ Time”、“Baluchiterium” はインス
トゥルメンタル曲であり、ヴォーカル曲は残る 9 曲。このうち、半数を超える 5 曲がエディの邸宅
の敷地内にある彼らのホーム・スタジオ 5150 スタジオではなくカナダのバンクーバーで録音され
ているという事実は、看過できない。こうした経緯について、エディはつぎのように語っている。














の自伝 RED: My Uncensored Life in Rock より引用しよう。
 We were making the Balance record, but it was over for Van Halen. If it wasn’t for the producer 
Bruce Fairbairn, we never would have finished that record. He had to throw Eddie out what seemed 




in the studio and there’d be a hole in the wall. Reach down and there was a bag of cocaine. A bottle 
of vodka was underneath the sink. Chewing gum and cigars were everywhere. “Al,” I’d say, “your 
brother’s fucked up. What is this bullshit, everybody saying he’s clean and sober? The guy’s ripped 
out of his brain.”
 “You’re crazy,” Al would say. “That’s just the way Ed acts.”
 I’d get in Eddie’s face. “Ed, get the fuck out of here. You’re fucked up. I don’t want you in here 
while I’m working. I’m doing my vocals. Get the fuck out of here.”
 “I haven’t had a drink for five months, you motherfucker,” he said. He’d break down and cry, 
bust up things.
 It got ugly. Fairbairn and I were staying at the Bel-Air Hotel, and, the times when Eddie became 
thoroughly disruptive, he would call the session and the two of us would drive back to the hotel 
together, sit in the bar, eat a bite, and drink a couple of cocktails. Eddie was really on edge, because, 
number one, he needed a hip replacement and was taking painkillers all the time. And number two, 
it seemed like he was drinking and hiding it from everybody. When I started to do my vocals, Eddie, 
for the first time ever, started making suggestions about how I should sing. That got out of hand so 























1996 年 12 月号、2021 年 1 月号 40 頁に再掲載）
かつてエディは歌詞にさほどの関心を示さなかった。ロス時代もそうであったし、ヘイガーが加入
してからもそれは変わることがなかった。5150 に収録されたバンド初のバラード・ナンバー “Love 
Walks In” の歌詞に耳を傾けるようエディを促したのは、当時の夫人ヴァレリー・バーティネリで
あった。ヘイガーはそのことを記憶している。
When I wrote the song “Love Walks In,” his wife, Valerie, was so in love with the first ballad they’d 
ever done, she made him listen to the lyrics. He got all choked up. “Wow, I never listened to lyrics 
before,” he said. He couldn’t sing you one song. He didn’t even know what fucking Dave was singing 

























にバンドのツアー・マネージャーを務めたノエル・E・モンクは “David was an untrained and limited 
vocalist.”（Runnin’ with the Devil 18）と断じた（ただし、ロスこそがヴァン・ヘイレンにふさわし
い声であったとしている）。エディは、「サミーがバンドに入った時、彼は全く違った要素をバン
ドに持ち込んだ。彼は（デイヴィッド・リー・ロスより）ずっと音楽的な奴ということなんだ」





















広がった。試みに 1984 と Balance の歌詞を計量比較すると、前者は 1277 語、後者は 2160 語を含
んでいる（タイトル含む。繰りかえしは都度計数し、歌詞カードに記載のないアドリブは除外し
た。1984 収録の “Hot For Teacher” には 53 語のセリフが含まれるが、結果に含めている）。それぞ
れに含まれるインストゥルメンタル曲は 1 曲と 3 曲なので、ヴォーカル曲は 8 曲と 9 曲というこ
とになる。母数の違いを考慮しても、その差は歴然としている。さらに比較を容易にするために、
それぞれのアルバムのヴォーカル曲におけるサビを比較する。厳密な分析を目的として繰りかえし
は考慮せず、楽曲に最初にあらわれたものだけを対象とすると前者は 127 語、後者は 215 語。一
曲あたりの平均は 15.8 語と 23.8 語となる。
　“Jump” や “Panama” に顕著なように、ロス時代の代表曲はタイトルに含まれる単語を連呼する




I refused to sing “Jump.” It was just hard for me. I write my own songs. “Jump” was tough for me 
lyrically—“Can’t you see me standing here, I’ve got my back against the record machine, you know 
what I mean, you know what I mean? I might as well jump.” that was hard for me. I couldn’t sing the 






　Balance に収録された “Don’t Tell Me (What Love Can Do)” の歌詞の変遷はそのことをきわめて象
徴的に示している。アルバム発売の前年にあたる 1994 年 4 月 5 日、ニルヴァーナのヴォーカル、
ギタリストであったカート・コバーン〔コベイン〕がショットガン自殺を遂げる。当時流行してい
たグランジの立役者の悲劇的な死は社会的にも影響を及ぼし、おおくのミュージシャンが哀悼の意






 I wrote that song, “Don’t Tell Me What Love Can Do” about Kurt Cobain. I wanted it to say, “I 
want to show you what love can do.” Ed and Al fought me on that. They wanted more of a grungy, 
bad-attitude song. “Don’t tell me what love can do.” That’s not what I had in mind. I was talking 
about somebody who could have saved Kurt Cobain’s life. (RED 189)
同曲の歌詞は一貫して一人称で語られており、語り手が幻滅を吐露する内容となっているが、仮に







 I knew they were trying to get rid of me. Eddie was trying to make me quit. He would find 
something wrong with every lyric I’d write. He’d never said a word about a lyric before. Suddenly he 
didn’t like anything.
 “That’s wimpy,” he said. “Make it ‘Don’t tell me what love can do.’” I had this strong, positive 
thought—“I want to show you what love can do”—but Eddie wanted to switch it around. I want 
black, no, I want white. Okay, I’ll go with white. No, I want black. Okay, I wanted black to begin 




1  アルバムでは、この曲の直前にサミー・ヘイガーらしいラブ・ソング “Can’t Stop Lovin’ You” が収録され
ている。したがって、“Don’t Tell Me (What Love Can Do)” によって直前に歌われていた内容が完全に否定





　アルバムの掉尾を飾る “Feelin’” は、暗澹たる雰囲気を湛えた 6 分 36 秒におよぶ Balance 収録曲
で最長の作品だが、緩急をそなえた壮大な楽曲の構成に比して歌詞の内容は曖昧模糊としており、
捉えどころがない。そのなかにまさしく “now black is white and white is black” という一行があらわ
れる。16 年以上前に発表したアルバムの楽曲を念頭に先の回想が繰りひろげられているとは考え
にくい。そのほかにも “i need a change i need it quick before it makes me sick” といった箇所があり、

















妙なグルーヴを持たせたんだ。うなるような声で「We’re just humans / humans being」って歌っ
たのさ。サミーはレコードが出るまでこのことを知らないんだ。あいつがレコーディングに参
加したと言っても、この程度なんだ。（『Player』1996 年 12 月号、2021 年 1 月号 41 頁に再掲
載）
エディの発案になるメロディは抑揚に乏しく、冒頭より四分音符が連続するリズムもきわめて単調








　一般的にギターの最低音は 6 弦開放の E（ミ）だが、この曲は全体を半音下げたチューニングで
演奏されている。ヴァン・ヘイレンはデビュー・アルバム Van Halen で基音となる A（ラ）を 442
ヘルツとしたうえで、半音下げたチューニングを使用した。これは当時のヴォーカリストであるデ
イヴィッド・リー・ロスの声域に合わせる工夫だが、サミー・ヘイガーの声域はこれより高い。そ
のため、たとえば Balance では通常のチューニングを用いて演奏がなされている。例外は 6 弦を 1
音下げて D（レ）にした “Don’t Tell Me (What Love Can Do)”、“Amsterdam”、そしてインストゥル
メンタル曲の “Baluchiterium” だが、これはエディが使用していたギターが D-Tuna という特殊な
機構を搭載していたためで（瞬時に 6 弦のチューニングを 1 音下げることができる）、基本的にギ
ターのチューニングは通常のそれが使用されていた（“Baluchiterium” では 6 弦にベース用の弦を
張って演奏しており、チューニング以前に変則的なセッティングとなっている）。サミー時代にも
ライヴでの演奏を容易にするために半音下げたチューニングにすることはあったが、低音が必要で










弦を使用した分散和音のリフはデビュー・アルバムに収録の “Ain’t Talkin’ ‘Bout Love” を彷彿とさ
せる。




のチューニングにくわえて、6 本の弦すべての調和（協和）を維持したまま 1 音下げ、2 音下げ、
2 音半下げ、1 音上げ、1 音半上げチューニングへと瞬時に切り替えることを可能にする。しかし、
この機能を活用するには、基本となるチューニングは通常のそれにしておく必要があった。“Me 









いアイデアを思いついたんだ。（『Player』1996 年 12 月号、2021 年 1 月号 43 頁に再掲載）
　










ああ、オーディションの時にはデイヴ時代の 3 曲とサミー時代の 3 曲を歌ったよ。デイヴの
曲は素晴らしかったけど、俺には簡単でもあった。音域が低かったからね。でも、サミーの方
は結構大変だったよ。オーディション曲の 1 つに「Don’t Tell Me What Love Can Do」（1995 年
『BALANCE』収録）があって、マイケル〔・アンソニー〕に「ちょっと助けてくれないか。
















While Eddie came clean with his resentments, Hagar claimed that Eddie also let slip an unbelievable 
threat: Van Halen were already working with David Lee Roth behind Sammy’s back, exploring the 



















　バンドの楽曲として地名がタイトルとなっているものは、 “Panama” と “Amsterdam” を措いてほ

















a quick stop by the bulldog
score me some panama red, yeah (“Amsterdam,” Balance)




wham, bam, oh amsterdam
yea, yea, yea
stone you like nothin’ else can
yea, yea, yea
hot damn, roll an amsterdam
yea, yea, yea































Singer’s Disease）に言及したことがある。「簡単に言うとこうだ。デイヴもサミーも LSD でおかし
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